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両親媒性分子の自己集合体は、疑似的な生体膜とし

ての利用や DDS への応用など生化学から材料化学ま

で幅広い分野で研究されている。膜の機能化という観

点から金属錯体分子を頭部にもつ金属錯体脂質も数多

く合成され、酸化還元応答や触媒能有する機能性リポ

ソーム開発が行われてきた。当然、電荷を有する金属

錯体は親水性であるため膜表面に存在し機能発現する

ことから、金属錯体脂質から成るリポソームは親水性

表面機能に焦点が当てられてきた。しかし、大きな金

属錯体分子を頭部に有する脂質は、リン脂質などとは

全く異なる構造的特徴を示すことから、アルキル鎖が

集積した疎水部の特性にも影響を及ぼすと考えられる。 

本論文では、Dalton Trans. 2017で報告した金属錯体
脂質 [Mn(N)(CN)4][dabco-C16H33]2 (1) を用いて、DMPC

と任意の割合で混合した複合リポソームを合成するこ

とで、形態、相転移挙動、アルキル鎖の集積構造、疎

水部の粘性について明らかにした。 

まず、凍結融解法により DMPC/1(x) (x = 0.25, 0.5) を

合成し、cryo-TEM 測定を行った。DMPC/1(0.25) は球

状ベシクルであったのに対し、DMPC/1(0.5) は筒状ミ

セルであった（下図）。この形態の違いは、脂質分子の

臨界充填パラメータ (CPP) により説明した。錯体脂質

とリン脂質を比較すると、頭部サイズの違いから

CPP1<CPPDMPC であると考えられ、錯体脂質の割合を

増やすことで膜の曲率が大きくなる。そのため、

DMPC/1(0.5) においては脂質二重膜が不安定化し、曲

率の大きい筒状ミセルへと形態変化したと考えられる。

次に、相転移挙動について検討すると、錯体脂質の割

合が増えるほど転移温度の上昇が観測された。これは、

過去の文献から、膜表面での強い電荷的相互作用によ

るものであり、すなわち膜表面が“硬い”ことを示唆し

ている。一方で、疎水部に trans-stilbene を導入し、光

異性化反応を追跡することで膜の粘性を評価したとこ

ろ、錯体脂質の割合が増えるに伴い粘性の低下が観測

された。以上の結果は、錯体脂質を用いた複合リポソー

ムの“膜表面は硬く膜内部は柔らかい”という特殊な

物性を明らかにしただけではなく、これまで膜の曲率

の解釈に使われてきた CPP が疎水部の物性にも影響

を及ぼしていることを示唆していると考えている。 

 

業績紹介：“外はカリッと中はフワッと” 

金属錯体脂質を用いた複合リポソームの形態制御と粘性の解明 

図．複合リポソームの形態と特性 

http://dx.doi.org/10.1039/C7CC07944C
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"Photoinduced Dimerization of a Photosensory DNA-binding Protein EL222 

 and its LOV Domain"  

Akira Takakado, Yusuke Nakasone, and Masahide Terazima, 

Phys. Chem. Chem. Phys., 19, 24855-24865, (2017), DOI:10.1039/c7cp03686h 

 

寺嶋正秀 

（京都大学理学研究科・ 

A01計画研究代表者） 

 

  タンパク質が生物的な機能を発揮する際には、タ

ンパク質自体の構造変化も重要であるが、それに伴う

分子間相互作用変化もさらに重要となる。我々は、こ

うした分子間相互作用を時間分解で検出することで、

タンパク質機能の分子論的理解を深めることを目的と

して研究を進めている。ここでは時間分解拡散係数法

を用いて、タンパク質と DNAとの相互作用変化を誘

起するタンパク質ダイナミクスを過渡回折格子(TG)法

で調べた。ここで用いた EL222 というタンパク質

は、海洋性バクテリア由来の光受容タンパク質であ

り、光受容ドメイン(LOV)と DNA結合ドメイン

(HTH)からなる。暗状態でモノマー構造を持つ EL222

は、青色光を照射すると、ダイマー化することで特異

的認識配列を含む DNAと結合し、下流配列の転写を

促進すると考えられている。本研究では、そのシグナ

ル伝達機構を明らかにするため、光励起された EL222

が構造変化を起こして会合状態を変化させる反応過程

を時間分解検出することを目指した 

 反応を各部分毎に理解するため、まず HTH ドメ

インを含まない LOVドメインの反応を調べた。これ

を光励起後に観測された TG 信号を図に示す。最初の

減衰と立ち上がりが、発色団の反応であり、その後の

100μs程度の減衰が熱拡散による減衰、ミリ秒以降の

立ち上がりと減衰がタンパク質拡散による信号であ

る。拡散信号の時間発展を解析することで、数百ミリ

秒程度の反応速度で拡散係数の減少を伴う反応が光誘

起されることがわかった。濃度依存性の測定から、こ

の反応は光誘起のダイマー化反応であること、また光

強度依存性の測定から、このダイマー化は光励起分子

と基底状態分子のダイマーであることも明らかとなっ

た。続いて EL222全長タンパク質の TG測定の結果

も図に示す。かなり拡散変化を示す信号が弱いことが

わかるが、それでも拡大すると拡散係数変化を示す信

号があることがわかった。反応物拡散係数は、EL222

の暗状態でのモノマーの拡散係数として妥当なもので

あった。タンパク質濃度を変えて同様の測定をしたと

ころ、拡散係数変化の速度がタンパク質濃度に比例す

ることが分かり、ダイマー化反応が拡散係数減少の要

因であることを示している。これは DNAが存在しな

い状態で EL222を光励起しても何も起こらないと言

われていた従来の報告と異なる新しい知見であった。

また拡散係数の減少度合いが二分子間の会合では説明

できないほど大きいことから、ダイマー化反応に加

え、タンパク質の構造変化も光誘起されることがわ

かった。このタンパク質は、光遺伝学実験でも用いら

れるタンパク質であり、その基本的な反応過程が明ら

かとなった。 

図 : 時間分解 TG 法でとらえた EL222 の LOV ド

メイン(上)と全長 EL222(下)の光反応。 

業績紹介：ダイナミックなタンパク質間相互作用 

 

http://dx.doi.org/10.1039/c7cp03686h
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"Steric Interaction between Neighboring Components Favors the Formation of Large 

Intermediates in the Self-Assembly Process of a Pd2L4 Capsule" 

Shumpei Kai, Masanori Nakagawa, Tatsuo Kojima, Xin Li, Masahiro Yamashina, Michito Yoshizawa, 

and Shuichi Hiraoka 

Chem. Eur. J, in press, DOI:10.1002/chem.201705253  

 

平岡秀一 

（東京大学総合文化研究科 

・A02計画研究代表者） 

 

 我々のグループでは、自己集合過程を明らかにする

ための新手法 (QASAP：Quantitative Analysis of Self-

Assembly Process)を開発し、これまでに様々な自己集

合性錯体の形成機構を明らかにしてきた。その中で、

2 座配位子 2 (図 1)と Pd(II)イオンからなる Pd224カゴ

型錯体の形成過程では Pd224Py*2 や Pd224Py*が主な中

間体として生成し(Py*は 3-chloropyridine)、カゴ型構造

を形成する最終段階が自己集合過程の律速段階である

ことを報告した。[1]自己集合過程は様々な要因に影響

を受けることが最近の我々の研究で明らかになってき

たが、今回、構成要素間の分子間相互作用が自己集合

過程に及ぼす効果を調べた。本論文の共著者でもある

東京工業大学の吉沢らはアントラセンを持つ二座配位

子 1と Pd(II)イオンから Pd214カプセル錯体を形成する

ことを報告しており、1 は 2 と基本骨格は同じだが、
Pd2L4構造を形成した際に、Pd214ではアントラセン間

が接近しており、配位子間の相互作用があるが、Pd224

では配位子が離れており、相互作用はない。 

 Pd214カプセル錯体の自己集合過程をQASAPにより

調べると、主に二種類の経路を経て自己集合が進行し

ていることがわかった。1 つはカプセルよりも小さな

中間体を経る経路で、もう一方はカプセルよりも大き

な中間体を経るもので、後者の経路は Pd224 錯体では

観測されなかった。また、Pd214カプセルでは速度論的

にトラップされた種が 19%生成し、Pd224錯体に比べ速

度論的トラップされた種を生成する傾向が強いことも

わかった。このため、Pd212カプセルでは、アントラセ

ンパネル間の相互作用により、一部の中間体は大きな

種へ成長し、これらの一部がカプセル錯体へ変換し、

残りは速度論的にトラップされることが明らかになっ

た。このように、構成要素間の相互作用により自己集

合過程自体が変化することが本研究により初めて明ら

かになった。なお本論文は Hot Paper及び雑誌の Inside 

Cover に選ばれました（図 2）。 

参考文献 

[1] S. Kai, V. Marti-Centelles, Y. Sakuma, T. Mashiko, T. 

Kojima, U. Nagashima, M. Tachikawa, P. J. Lusby, S. 

Hiraoka Chem. Eur. J. DOI: 10.1002/chem.201704285. 

[2] N. Kishi, Z. Li, K. Yoza, M. Akita, M. Yoshizawa, J. Am. 
Chem. Soc. 2011, 133, 11438–11441. 

 

図 1：同一骨格を持つ二座配位子 1 と 2 の化学構造及
びアントラセンパネルからなる二座配位子 1 と Pd(II)
イオンから形成される Pd214カプセル錯体の形成機構
の模式図 

 

図 2：雑誌の Inside Cover の原画． 

業績紹介：構成要素間の相互作用が自己集合過程に及ぼす効果 

-- アントラセンパネルを持つ Pd2L4カプセル錯体の自己集合過程 -- 

http://dx.doi.org/10.1002/chem.201705253
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"Chiral Intertwined Spirals and Magnetic Transition Dipole Moments  

Dictated by Cylinder Helicity" 

Sota Sato, Asami Yoshii, Satsuki Takahashi, Seiichi Furumi, Masayuki Takeuchi, and Hiroyuki Isobe 

Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 114, 13097-13101, (2017), DOI:10.1073/pnas.1717524114 

 

 

佐藤宗太 

（東京大学理学系研究科 

・A02計画研究代表者） 

 

炭素と水素だけからなる、ごく単純な芳香族化合物

を環状に連結した分子を使い、精密に構造制御された

特異な分子構造に由来する独特な物性の活用例を探索

してきている。生命現象においてキラリティは重要で

あり、不斉炭素という「点」がうみだすキラリティの

分子化学は数多く研究されてきているが、単離できる

右巻き／左巻きの筒状分子の研究例は限られている。

今回、この珍しいキラルな筒状分子、[4]CC（図 1）、に

着目し、その構造と光学物性にせまった。 

単離した P 型の[4]CC を結晶化させると、単結晶 X

線構造解析の結果、M型の二重らせん構造が生じるこ

とがわかった（図 2左）。M型の[4]CCからは P型の二

重らせん構造が生じ、Pと M型のラセミ体からは、ら

せん構造が生じなかった。単分子のらせん構造が、固

体への秩序化過程において結晶全体に伝搬することを

見いだした。 

独特な構造に由来する物性を探る中で、[4]CC は

80%もの高い量子収率で青く光り（図 2 右）、さらに、

吸収現象においては、円二色性偏光における大きな

コットン効果を示すことを見いだした。理論計算を併

用して構造とキラルな光学物性との相関を解明し、剛

直で対称性が高い筒状構造が光励起による電子遷移状

態において、大きな遷移磁気双極子モーメント

（TMDM）を生むことが鍵であるとわかった。この大

きな TMDMを活かす光学物性として円偏光発光（CPL）

に着目し、測定した。偏光の偏りを示す非対称因子（g

値）が 0.152にもおよび、有機分子の g値の記録を 50

年ぶりに 1桁更新する成果が得られた。 

 

図 1：キラルな筒状分子[4]CC の構造。 

 

 

図 2：（左）単結晶 X 線構造解析により明らかになっ

た[4]CC の二重らせん構造と、（右）青く明るく円偏

光発光する溶液。 

 

本成果は「キラル筒状分子の右手と左手 〜二重らせ

ん型集積と有機分子での最強円偏光発光〜」としてプ

レスリリースを行い、科学新聞（2017 年 12 月 8 日）

にて報道された。 

業績紹介：キラルな筒状分子の二重らせんと最強円偏光発光 

http://dx.doi.org/10.1073/pnas.1717524114
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"Assembly, Thermodynamics, and Structure of a Two-Wheeled Composite of a Dumbbell-

Shaped Molecule and Cylindrical Molecules with Different Edges" 

Taisuke Matsuno, Sho Kamata, Sota Sato, Atsutoshi Yokoyama, Parantap Sarkar, and Hiroyuki Isobe 

Angew. Chem. Int. Ed., 56, 15020-15024, (2017), DOI:10.1002/anie.201709442 

 

 

佐藤宗太 

（東京大学理学系研究科 

・A02計画研究代表者） 

 

複数の分子を秩序化してあらたな構造をつくり、そ

の独特な構造に由来する特異な性質の発現を探索して

きている。これまで、溶液中で秩序化形成して超分子

をうみだす検討が多かったが、今回、さらに結晶性固

体へと秩序化し、ゲスト分子を精緻に集積する検討を

行った。ホスト分子の精密設計により、ゲストを自在

に整列させることができ、特異な性質を示す材料への

転換法を見いだした。 

広い π共役系をもつ芳香族分子、アンタントレンを

環状に4分子だけ連結することで筒状分子[4]cyclo-2,8-

anthanthrenylene ([4]CA)の合成を報告した。この筒状分

子は C60 フラーレンを内部に閉じ込めて超分子形成す

ることがわかっている。今回、二量化した C120を用い

たところ、C120を 1 分子の[4]CA が包み込んだ中間体

を経て、段階的に二輪型ベアリング超分子を構築でき

ることがわかった（図 1）。 

 

図 1：溶液中での段階的な二輪型ベアリングの秩序

化。エンタルピーを ITCを用いて決定した。 

 

中間体および二輪型ベアリングの結晶化を検討した

ところ、蒸気拡散法により単結晶を得ることができた

（図 2）。炭素と水素だけからなる超分子であるために、

方向性をもたない弱いファンデルワールス力による分

子間接触で形成されているが、整然とした秩序構造を

うみだすことができた。特に、中間体においては、ゲ

スト分子である C120同士に相互作用が生じ、1 次鎖を

形成して整列することを見いだした（図 3）。超分子中

ではフラーレンが動的に回転することがわかってきて

おり、秩序化された結晶固体中での挙動に興味をもっ

て研究を進めている。 

 

図 2. 超分子の結晶化による固体中での秩序形成。a)

中間体および b)二輪型ベアリングの充填構造は、放

射光 X 線を用いた単結晶構造解析により明らかにし

た。(SPring-8, BL38B1) 

 

図 3. 中間体の結晶固体中での C120フラーレン間の

ファンデルワールス相互作用。 

C120

DH1 = –10.8 kcal/mol DH2 = –1.7 kcal/mol

業績紹介：二輪型ベアリング分子の結晶化によるゲスト分子の秩序化 

http://dx.doi.org/10.1002/anie.201709442
http://dx.doi.org/10.1002/anie.201709442
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"Enhanced Yet Inverted Effects of π-extension in Self-assembly of  

Curved π-systems with Helicity" 

Taisuke Matsuno, Kanako Kogashi, Sota Sato, and Hiroyuki Isobe 

Org. Lett., 19, 6456–6459, (2017), DOI:10.1021/acs.orglett.7b03534 

 

 

佐藤宗太 

（東京大学理学系研究科 

・A02計画研究代表者） 

 

空孔を有する大環状芳香族分子の合成と特異な秩序

化発現を探求してきており、平面状のグラフェンの部

分構造や筒状のカーボンナノチューブの部分構造とな

る分子をうみだしてきた。今回、1 分子内に 4 カ所の

ヘリセン型のらせん構造と 2カ所のビアリール構造を

もち、それぞれが P/M、R/Sのキラリティの源となる分

子を合成した。この環状のキラルな分子がエントロ

ピーを駆動力として、溶液中で自発的に秩序化するこ

とを見いだした（図 1）。 

 

図 1：キラリティの反転とエントロピー駆動による溶

液中での秩序化が生じる湾曲 π 系をもつ分子。 

 

分子の動きは、重塩化メチレン溶液に対して、温度

と濃度を変えた 128種類の 1H NMRスペクトルを測定

して追跡した。図 2に例示するように、1セットのピー

クのみが観測され、それらの化学シフト値は濃度変化

に伴って徐々に変化したことから、NMR のタイムス

ケールよりも速い平衡で会合体が生じていることがわ

かった。この会合は、同じ形式の相互作用が繰り返す

ことによって 1次元集積された超分子へと秩序化する

と考えられ、そのようなアイソデスミックモデル

(isodesmic mode)により解析したところ、会合定数は Ka 

= 2,200 M–1 (298 K)であることがわかった。5種類の温

度で計測し、会合定数と温度を用いてファントホッフ

解析を行うことで、会合エンタルピーは ΔH = +0.66 

kcal/mol、会合エントロピーは ΔS = +17.7 cal/(mol·K)と

決定できた。298 K における会合エネルギーは ΔG = 

−4.61 kcal/mol (298 K)であり、エントロピー項−TΔS = 

−5.27 kcal/ mol が支配的であることがわかった。類似

のより小さな分子の場合（Angew. Chem., Int. Ed. 2011, 

50, 6048. ）と比較して、このような広い π 電子系が

スタックする場合には、エントロピー駆動型の秩序化

が溶液中で進行することを見いだした。 

 

図 2：298 K における濃度変化に伴う 1H NMR スペク

トルの変化。 

業績紹介：湾曲したπ系をもつらせん分子の自発的秩序化 

http://dx.doi.org/10.1021/acs.orglett.7b03534
http://dx.doi.org/10.1021/acs.orglett.7b03534
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"A Specific Form of Prefibrillar Aggregates that Functions as a Precursor of Amyloid 

Nucleation" 

Naoki Yamamoto, Shoko Tsuhara, Atsuo Tamura, and Eri Chatani 

Sci. Rep, in press, (2017), DOI:10.1038/s41598-017-18390-y 

 

山本直樹 

（神戸大学理学研究科化学専

攻・A03公募研究連携研究者） 

 

 

茶谷絵理 

（神戸大学理学研究科化学専

攻・A03公募研究代表者） 

 

 

アミロイド線維は βシートが積層した線維状のナノ

構造体であり、アルツハイマー病など様々な疾患の原

因物質と考えられている。アミロイド線維形成過程は、

線維伸長に必要な核を形成するための核形成相とそれ

に続く線維伸長相に大別され、一旦核が形成されると

線維形成はすみやかに進行する。このように核形成は

線維形成を決定付けるための重要なステップであるが、

一般的には核形成の最中に経由する中間体は熱力学的、

速度論的に不安定であると考えられている。その場合、

中間体の直接的な観察が難しいため、核形成プロセス

についての構造的な知見を得ることは容易でない。 

しかしながら近年、アミロイド線維形成の初期に見

られるオリゴマー様の集合体が核形成反応の中間体と

して直接寄与する例がいくつか明らかにされている。

我々もこれまでに、ウシ膵臓由来のインスリンのアミ

ロイド線維形成初期において、オリゴマー様の線維前

駆中間体が一旦大量蓄積したのち線維化する反応経路

を見つけた。本研究では、これに続きアミノ酸 30残基

から成るヒトインスリン B鎖を用いて、チオフラビン

T 蛍光アッセイ、円偏光二色性分光、動的光散乱、原

子間力顕微鏡等の手法により核になる以前の中間体の

捕捉および観察を行った。B鎖は 30残基よりなる比較

的疎水性の高いポリペプチドであり、アミロイド線維

を形成する。B鎖を pH8.7に調整し室温、振とう条件

下で観察すると、約 2時間で粒状の集合体を形成しそ

の後速やかにアミロイド線維を形成した。さらに静置

条件下で粒状集合体を準安定状態として一旦蓄積させ

たうえで超音波を照射すると、その直後より線維形成

が確認された。粒状集合体が生成する前に超音波を照

射しても有意な線維形成は確認されなかったことより、

この集合体はアミロイド線維核を形成する能力を持つ

線維前駆中間体であるという結論に至り、下図のよう

なスキームが提案された。 

今回、中間体としてはサイズおよび二次構造組成の

異なる 2種類が確認されたが、興味深いことに超音波

に応答し線維核を生成したのは、第二中間体のみで

あった。このことより、核形成の中間体として機能す

るには単にポリペプチド鎖が高密度に集合するだけで

は不十分であり、パッキングの状態などに重要な特性

を持つ可能性が示唆された。 

 

 
 

図：本研究より提案された前駆核中間体を経た線維形

成のスキーム。第一中間体を経て超音波応答性の第二

中間体が生成する。超音波照射直後よりシード依存的

伸長に類似したアミロイド線維伸長が観測される。 

 

業績紹介：アミロイド線維前駆中間体が線維形成に果たす役割を解明 -インスリ

ン由来モデルペプチドを用いた実験的研究- 

http://dx.doi.org/10.1038/s41598-017-18390-y
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内山進 
（大阪大学工学研究科 

・A03公募研究代表者） 

 

飯野亮太 
（自然科学研究機構 岡崎統合

バイオサイエンスセンター  

分子科学研究所・A02公募研究

代表者） 

 

 本領域のアドバイザーである増原宏先生にご招待頂

き、本領域の支援のもと、2017年 11月 24日に台湾の

国立交通大学理学院応用化学系で行われた DAC

（ Department of Applied Chemistry ） セ ミ ナ ー

「 Dynamical Ordering and Integrated Functions of 

Biomolecular Systems」で講演をさせて頂きました。本

セミナーには、応用化学系の大学院生と教員の皆さん

に多数ご参加頂きました（写真 1）。 

 内 山 は 、「 Biophysical characterizations of 

biopharmaceuticals」というタイトルで、タンパク質溶

液物性を解析する最新手法を用いた基礎研究と応用展

開についての講演を行いました。飯野は、「High-speed 

single-molecule imaging analysis of protein molecular 

motors probed by gold nanoparticles and nanorods」という

タイトルで、生体分子モーターの１分子計測および新

しい分子モーターを創る取り組みについて講演を行い

ました。それぞれ 90分の持ち時間を頂き、存分に講演

させて頂きました。 

セミナー当日と前日には、応用化学系の教員の方々

にラボツアーをして頂きました。どのラボも実用を見

据えた非常にレベルの高い研究を展開しており、大い

に刺激を受けました。また、増原先生が取り組んでい

る最新の研究をご紹介頂き、ラボ見学もさせて頂きま

した（写真 2）。光ピンセットによる金ナノ粒子・ポリ

スチレンビーズの空間的パターン形成やキラル選択的

結晶化等、オリジナルのアイデアでゼロから生み出さ

れた成果に唸らされました。 

セミナー後は、増原先生行きつけのお店で客家料理

を堪能させて頂き（写真 3）、研究だけでなく文化や政

治に至るまで幅広く議論させて頂きました。今回の台

湾訪問は、我々の研究のグローバル化について考える

とても良い機会になりました。最後に、増原先生の HP

に掲載されているメッセージで締めさせて頂きます。 

「自分の能力をどこで生かすか、どこで一番必要とさ

れるか、そしてどこで生きていくかをグローバルに考

えていただければと思う。」

http://www.masuhara.jp/message/2015/1_koubunshi.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1．セミナーの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2．増原先生の研究室を見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3．増原先生行きつけの客家料理店にて 

台湾国立交通大 DAC セミナー 

Dynamical Ordering and 

Integrated Functions of 

Biomolecular Systems 

報告 

http://www.masuhara.jp/message/2015/1_koubunshi.html
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 “Experimental Approaches of  
NMR Spectroscopy”を執筆して 

 

 

内藤 晶 
（横浜国立大学工学研究院・

A01 公募研究代表者） 
 

 

 

Experimental approaches of NMR spectroscopy 

-Methodology and application to life science and materials 

science- 

The Nuclear Magnetic Resonance Society of Japan Editor 

Springer:  ISBN 978-981-10-5965-0 

 

日本 NMR 学会では表記タイトルの NMR の実験法

に焦点を絞った NMR 書籍の出版を企画し、NMR 学会

に NMR 書籍編集員会（内藤 晶：編集委員長、朝倉

哲朗、嶋田一夫、竹腰清乃理、山本泰彦）を設立して

NMR 書籍の編集を行ってきました。このほど、この

NMR 実験書籍が Springer 社より 2017 年 11 月 25 日に

e-book 版が出版されました。 

 本書では、現在 NMR 関連分野で活躍されている研

究者に実験手法を中心にした研究の総説を執筆してい

ただきました。Part I (Chapter 1 – 9)では、特に方法論の

研究を中心に、高圧 NMR 法、同位体標識 NMR 法、

NMR データ解析法、DNPNMR 法、超高速 MAS 回転

NMR 法、光およびマイクロ波照射 NMR 法、緩和分散

NMR 法、常磁性プローブ NMR 法、固体 NMR による

膜結合生体分子の構造解析法について、実験法の詳細

が述べられています。Part II (Chapter 10 – 22)では、シ

ルク材料の NMR、高分子材料の NMR、機能性材料の

重水素 NMR、天然物の NMR、糖タンパク質の NMR、

RNAのNMR、メタボリックNMR、常磁性物質のNMR、

有機四極子核の NMR、無機四極子核の NMR、NMR に

よるタンパク質―リガンド相互作用の解析法、残余異

方相互作用を利用したタンパク質の立体構造と動的構

造の決定法について、NMR の応用研究を中心に述べら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本領域研究班員からは次の Chapter について執筆し

ていただいています。 

 

Chapter 3: Advances in NMR data acquisition and 

processing for protein structure determination. 

Teppei Ikeya （A01 班員）、Yutaka Ito 

Chapter: 5 Photoirradiation and microwave irradiation NMR 

spectroscopy. Akira Naito（A01 班員）、Yoshiteru Makino, 

Yugo Tasei, Izuru Kawamura 

Chapter 9: Structure determination of membrane peptides 

and proteins by solid-state NMR. Izuru Kawamura, Kazushi 

Norisada, Akira Naito（A01 班員） 

Chapter 14: NMR studies on natural product –

Stereochemical determination and conformation analysis in 

solution and in membrane. 

Nobuaki Matsumori（A01 班員）、Michio Murata 

Chapter 15: Technical basis for nuclear magnetic resonance 

approach for glycoproteins. Koichi Kato （領域代表者）、

Saeko Yanaka, Hirokazu Yagi 

 

詳しくは本書籍についての出版社ホームページも併せ

てご覧ください。 

http://www.springer.com/jp/book/9789811059650 

写真 

http://www.springer.com/jp/book/9789811059650
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  佐藤宗太班員の研究成果が新聞に掲載される 

 
 
A02 計画研究代表者の佐藤宗太班員の研究成果が科学新聞（2017 年 12 月 8 日）に掲載されました。 
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（今回は平成 29年 11 月までに頂いた情報を

掲載しています。前回掲載分も新たな情報を

頂いたものは掲載しています。） 
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